
道北地区における風力発電のための 
送電網整備実証事業

２０１７年５月１９日 

公開シンポジウム 
「北海道の自然エネルギー拡大に向けた電力システムの発展 
－欧州の事例から―」 



１. 事業会社概要 
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代表取締役社長 伊藤 健 
（平成２５年８月８日設立） 
本店所在地：稚内市 

資本金：    ６.０億円 
資本準備金： ５.０億円 
合   計：  １１.０億円 

稚内信用金庫 

㈱ﾕｰﾗｽｴﾅｼﾞｰﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 

北海道電力㈱ 

エコ・パワー㈱ 

㈱北洋銀行 

㈱北海道銀行 

出資 

●北海道北部風力送電㈱の組織図（平成３０年度より設置） 

代表取締役社長 

振替供給部 財経総務部 送変電業務部 

北海道北部風力送電㈱の構成  
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 我が国では、風況が良好で、大規模な土地の確保が可能な風力発電に適した地域が限定
されています。これらの地域の多くは電力需要も少なく、送電網が弱いのが現状です。 

 こうした送電網の脆弱性が、風力発電の大幅な導入拡大を進めるに当たって、大きな障害
となっています。 

 本事業では、「特定風力集中整備地区」と指定された北海道北部地域において、大規模風
力発電の導入拡大を目的とした地域内送電網整備とその技術的課題を実証・実現していく
ことを目的としております。 

送電網整備実証事業の目的  

１．背景・目的 

２．実証項目 

１）送電網整備実証事業 

２）技術実証事業 

②ダイナミックレーティング 

①最適制御システム 
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参考：風力発電導入ポテンシャル 

0  

2,000  

4,000  

6,000  

8,000  

10,000  

12,000  

14,000  

16,000  

18,000  

20,000  

北海道 東北 東京 北陸 中部 関西 中国 四国 九州 沖縄 50Hz 60Hz* 

容
量
［
万
ｋ
W
］
 

我が国の地域別風力発電導入ポテンシャル 

北海道・東北にポテンシャルが集中 

出典：日本風力発電協会「風力発電導入ポテンシャルと中長期導入目標 V4.3」（2014年5月）を基に作成 

60Hz 

 好風況地域が集中       電力需要が少なく送電網が脆弱 

約12,000万kW 

約4,000万kW 

約5,500万kW 

約18,500万kW 

50 Hz  ・60Hz 
約22,500万kW 

浮体洋上風力 
着床洋上風力 
陸上風力 

北海道及び東北地域： 
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風力発電のための送電網整備実証事業の公募・採択 
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電気事業法に基づく送電事業の経済産業大臣許可の取得 



２. 事業計画概要 
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・一次計画ルート（予定） 

※ルート、鉄塔基数は現時点の暫定的なも
のであり、今後修正が必要となる可能性あり 

区間 稚内恵北
～北豊富 

開源～ 
北豊富 

北豊富～
北電設備 

合計 

亘長 
（ｋｍ） 

１８．７ ７．５ ５０．０ ７６．２ 

鉄塔 
基数 

６５基 ２９基 １７１基 ２６５基 

亘長と鉄塔基数 

※二次計画ルートについてはルート未定 

送電網整備実証事業計画エリア 
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送電網整備実証事業概要 

  第一次計画※1 

送電網整備 
エリア 

稚内恵北開閉所～北海道電力設備（中川町）  
（ 開源開閉所－北豊富変電所間含み７６．２km※２） 

送電線 仕様 
     １８７ｋＶ ２回線 ６８.７ｋｍ（予定） 
      ６６ｋV ２回線     ７.５ｋｍ（予定） 

変電所/開閉所 
 仕様 

     稚内恵北開閉所（新設）： ６６ｋV 
     開源開閉所   （新設）： ６６ｋV 
     北豊富変電所  （新設）：１８７ｋV/６６ｋV （４６５MVA) 

総事業費 約５００億円 （予定）※３ 

風力発電所 
総連系定格容量 

約６００MW（予定） 
（出力抑制システム等の導入を前提） 

系統連系可能容量 約３００MW 

※１ 第二次計画では、追加連系風力発電容量８００MW程度を想定しているが、北海道北部地域全体の開 
    発の可能性も踏まえ、北海道内の系統、地域間連系線の状況も見極めて取組む予定。 
※２ 今後の状況により、延伸となる可能性あり。 
※３ 総事業費は現時点での想定額であり、今後の詳細検討や蓄電池設置等により変更となる可能性あり。 
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• 送電網への連系容量を最大限活用するため、下記２つのシステムを構築し実証予定 
 

① 風力制御所システム 

 本送電網に連系する発電事業の出力の合計（６０万ｋＷ）が、連系容量（３０万ｋＷ）を超えないよう、各発電事
業へ出力配分値を指令する。 

② 転送遮断システム 

 北海道電力系統１回線停止時に、本送電網に連系する発電事業の遮断までを瞬時に実施し、北海道電力へ
の連系点における潮流値を抑制する。 

1月 12月 1月 12月 

超過しないよう
複数の風力発電
所を抑制制御 

発電量は増加 

風力は自然変動電源の為、 
 送電線利用率が低い 

（風力発電設備容量≦送電容量） 

（風力発電設備容量＞送電容量） 

現状 実証項目 

出
力
（

k
W
）

 

出
力
（

k
W
）

 

出
力
増
設 

技術実証事業概要（最適制御システム） 

【図：制御システム概念図】 
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• 電線温度変化を随時演算し、送電容量を動的に算出・管理する手法 

 （ダイナミックレーティング）により送電線設置場所の外部環境要因の変動に追
従した送電容量を算出することで送電線をより効率的に運用 

【図：ダイナミックレーティング概念図】 

技術実証事業概要（ダイナミックレーティング） 
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概略工程（予定）について 

２０１８年度に着工（上期より準備工、下期より鉄塔工事）するべく 
各種業務を実施中。 



３. 北海道で風力発電の導入を拡大させるための課題 
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平成２８年４月に改定された北海道電力系統アクセスマニュアルにより、風力発電事業者は以下の 
変動緩和対策を求められる。 
 
 
Ａ. 「発電所定格出力の１％以下／分」とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ.以下に示す時間帯において、発電所合成出力* 
の変動方向を制限する。  
（ａ） ７：００～１０：００：発電所合成出力を減少させない。  
（ｂ）１１：３０～１３：３０：発電所合成出力を増減させない。  
（ｃ）１６：００～１９：００：発電所合成出力を減少させない。  
（ｄ）２０：００～２３：００：発電所合成出力を増加させない。  

 
*合成出力・・・風力発電の出力を蓄電池等により整形した出力 
 
 

変動緩和要件への対応 
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• 北海道電力の試算によれば、平成２７年度の最小需要を前提とした場合、風力発電事業者（指定ルール
対象となるもの）は、２０％を超える抑制を受ける見通し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （平成２８年１１月２５日系統WG 北海道電力資料から抜粋） 
 

• 上記試算において北海道電力は北本連系線の活用可能容量を５万ｋW （増強前運用容量６０万ｋW － 
長期マージン５０万ｋW － 既存で利用されている容量５万ｋW） しか見込んでいないが、更なる活用が 
進めば、抑制量は減少する。 

 

• 揚水発電の最大限活用等により抑制量を減少させることも可能であると考えられる。 

 

• 抑制量について不確実性があることから、ファイナンスの確保や、投資判断が困難になるリスクがある。 

下げ代不足抑制 



ご清聴頂き有難う御座いました 
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